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投 資 財 生 産 と 最 適 貿 易

中 沢 敏 明

序

(1) モデルの説明と問題の設定

(2) 問題の解法 •

( 3 ) 最適性の証明

( 4 ) 最適経路上の経済的な諸性質.

( 5 ) 付 記

、 序
: へ . く . ' . .  •- •

* .

貿易論で扱われる通常のモデルにおいて，二種類の財がニ力国によって交易されているとき，そ

の二種類の財はいずれも消費財であることが多い。その場合には各期の厚坐の最大化をはかりさえ 

すれば，各期の最適な贸易形態を定めることができる。 しかし投資財が含まれているときには，そ 

の蓄積が次期以降の生産•消費水準に影響を与えるだめ，今期と次期以降との間にリンクができ, 

問題は一期ご との最適化からイ ン タ 一 テ ム ポラルな最適化にかわる。投資財也產が消费财生産に比 

較されたとき持っている利点について，シンガー〔6 〕はその需要而の特性（外国市場の利用可能性• 

所得および価格弾力性i と生產面の特性（労働生産性.技術進歩誘引力.外部経済効果等）をあげて，消費 

財生産への特化を通ずる成長の不利を述べ，現在の先進国•後進国問の分業•锊易•対外投資のあ 

りかたを批判している。しかし, それらの諸特性の網羅的な定式化は困難であり，ここでは投資財 

の最も基本的な虫產カ効梁のみを考慮した。このモデルの対象としている経済は，労働については 

常に余剰労働の存:在しているような後進国経済で，労働の生産性は常丨こ零であるとみなしうるもの 

とする。この仮矩が次節の⑴という経済の生産可能性仙線の設矩を可能にし， ライダ- 〔5 〕に比 

較して分析をきわめて跟純にしている。

小論の芷耍な関心を説明したい。いま後進的な経済が国際市場に何かを輸出し，代りに何かを輸 

入しているとする。简艰化のためにこの国の贸易規棋は国際市場価格に影響を与えるには佘りに小 

さく，したがってその俩格はこの国にとって所与である'ものとしよう。この国の坷標は長:期の消費 

の流れの和（次窜の⑷）を般大にすることである。前記のとおり，今期の投资は次期以降の也座•獎素
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投資財也鹿と最適貿易

を増やすことにより，将来の消费財および投資財生産の増大を伴ない，それはまたその後の消費• .  

投資の拡大をもたらすであろう。であるから資本蓄積iB:の少なく， したがってその生産性の高い段 

階にある経済にとって，与えられた国際価格にしたがって生産をすることが丨3標にてらして果して 

望ましい政策だろうか，むしろ国際価格よりも投資財生産部門に有利な価格のもとで生産をした方 

が，長期的観点から§1ま‘しくぼないかということである。しかし結論からいえば，.（4 )に述べる如 

< この推量は誤りである。「最適な各期の生産は，その経済の各也の支出が有効裡に行われうるよ 

うにしなければならない-—— すなわち与えられた资源のもとでは，消費 •投資支出のうち一方を塯 

やすためには必ず他方を減らさなければならないような状況を， 常に実現しなければな卜ない。j 

与えられた国際伽格と異なる価格の下で生産を行なう試みは，各期の所得を最大化しなければなら 

ないという必要条件をみたさないのである。上記の必要条件は，自国の質易が国際市場価格に影響 

を与える場合についても真である。 しかし価格が与えられた場合には，その国際価格で評価された 

生産額= 所得額を最大化するような生產点を選べば，それが最適な生産点であるから，これをみつ 

けるのは比較的やさしい。困難なのは，長期の目標にてらして最適な消費点を支出可能線の上に見 

出すことだけセある。これに比べて，自国の贸易が国際価格に影響する場合には，最適生産点の简 

単なみつけ方はない。この事情は，全ての財が消費財であるような， したがって問題が静学的な問 

題に帰着する場合と全く同じである。最適経路上の他の経済学的諸性質については（4 ) にまとめ 

i c 0

(1 )

兄 , X c を，それぞれその社会における投資財，消費財の生產量とし，K をその期の資本蓄積量 

とするとき，その経済の変形曲線は次の形であらわせるものとする。

( 1 ) a C X O + G c C X ^ ^ K

ここで， i 財生産の限界費用G / について，次を仮定する。限界費用の逆数が限界生産物をあらわ 

すン

(1.1) G / (X ,»0 ,  a " O Q > 0 ,

G,-/(o o )= C O ,また Gt(0) =  0, G,(oo)-00 とする。 G)

Y , で粗投資贵をあらわし，资本の減耗率をパであらわせば，純投資は

( 2 ) .

外国のオファー• カーヴは，次の形をとる。

( 3 )  Y r-X T -E C X c -Y o )

( 3 . 1 ) E《X C- Y c)>0 , E " (X C- Y c)S 0

30  ----- •

• 投資財也産と最適質易

(3.2) E (—oo)— —oo, E(oo) =  oo, E ^ —oo) =  oo, .E’(oo) =  0

(3. 3 ) 自国の資本蓄積がきわめて少ないときに， 消費財の生産に特化しそれを輸出することが 

この国にとって可能であることを仮定する。すなわちX c が十分小さいとき

^ ^ く 輝 )

( 3 .1 )において全てのX c—Y c に対してE " (X c—Y c) = 0 である場合には，この国が相手国にど 

れだけ多量に輸出をしても，相手国からどれだけ輸入しても，交易条件は不変であることを意味す 

る。この外国のオファ」 • カーヴは，簡単化のために時間に関して不変であると仮定する。

( 1 ) 〜（3 )をみたしつつ，各期の消費Y c(i )から得られる効用の総和（4 ) を最大化する経路c m  

—X 似 ，Y c(0 —X c( 0 ) を，最適質易経路と定義する。

( 4 )  J e -^ V (Y c(t))dt

ここで/?は時間に関して一定な正の割引率である。 効用函数U (Y C) について，次がみたされるも 

のとする。 .

(4.1) U ,(Y c) > 0 , びの) =  00, U^CYcXO

また，割引率 /?は減耗率バとともに，限界生産力との間に次の大小関係をたもつものとする。

(4. 2) '
投資財の獲得のしかたには二通りあって，一つは貿易を通じてであり/他方は生産によってであ 

. • .
るが，上の仮定は正の生産を行うことが有意味であるための必要条件である。いま投資財を一単位.

* • 1 
持づているとき，そ,れを生産に投下することによって得られる産出の総和は^ 7 ^ y  +  l — がであ

るから，そ れ か ら 得 ら れ る 効 用 の 現 在 価 値 は + 1 一以|。一方，この一単位の投資財

を輸出にまわして得られる効用はU E ，。 前者が後者を下まわらぬための条件は， +

である。も し 仮 定 と は 逆 に で あ る と ，奸 ぬ ぺ ぬ (X t > 0 )となり，投

資財の芷の生産ははじめから排除されたかたちとなる，すなわち投資財の坐産は全く行わず，これ

を輪入によってまかなう方法のみが最適な方法の候補となって，モデルとしては一般性を欠いた設

定になる（cf. (5 )付記)。

( 2 )

最大値原理によれば，x , (4  X ca )，Yj(0, Yc(0, K ( 0 が最適解であるためには，ある鸿続な函数 

が存在し次の諸条件をみたすことが必要となる。 .

( 5 )  H (r ,  K ； X„ X c, Y„

M (r, K)ョ max H(穸，K; X lf X c, Y lf Y 0) .

— 3 1 一 一

f*v i

(|
じ， 、他嫌" ^ ^



投资财生産と最適贸易 •

m m ,  k (o ； x ,(o , Xcco, y 似 ，Y c( o ) = M ( m  kco>

(全てのt ^ o に対して） .

( 6 )  n o - [ / Q + ^ ] w —

( 7 )  L K O l K  ⑴

( 8 )  p m n ( 0 = 0 ,  K(0)=Ko

( 5 ) を解いて， : .

( 9 )  潔 ‘ E，(X c(0 —Y c(0) (X丨⑴> 0 , か つ X c( C > 0 のときは等号が成立〉

(10) (Y心)> 0 のときは等号が成立） •

これを解くために，変数の値による場合わげを行う。 !

IA = { (^ ,  IQ IY^O , X, =  0； Y c>0 , X c> 0 }

I IA ニ{(P, lO IY^O , X ,> 0 ； Y c>0 , Xc>0}

IBニ{ぼ，101^=0, X, =  0; Y c>0 , X c> 0 }

I IB = {(r ,  IO IY .-0 , X ,>0 ; Y c>0 , X c>01

(1.1)(3. 3 ) より ^ ^ ^ < " % ^ ~ < ぼ(0)

‘ E '(—Y c) であるからXc(0=l=0o (r ,  K) 平面に 

上の四つの領域を示すと，囟 1のようになる。 K 

は，^ ^ = E ，(0)，Gc(Xc) = K によって矩ま

り，l U t ,  -W ^ f^ -E ^ X c ) ,  Gc(Xc)= K  からき 

まる。I A と I B の境界はK -> 0の と き ⑴ と な り ， I I A と I I B の境界はK -> « > のとき p — o 

である。全ての境界曲線は右下りである。.

少ニ0 の山丨線を{¥、K ) 平面に図示すると，それは IIA, I I B の領域を通る右下りの曲線である。 

(9)(10) (4. 2 ) より，X, ニ 0 の領域では，

E ^X c -Y c ) ^  G/CXc) U U c人 09+")G(/(Xc)

よって，（6 ) より r < 0 となり，r = 0 の仙線は IA，I B の領域を通らない。I I A において⑶（10) 

は等号で成立するので，かニ 0 であるための条件は/?+卢ニハ- , ! であるが，（1 )(3 )(の（10)より 

^ 0 すなわち右下りであることが示せる。他力佘= 0 曲線の上端はK —K / の と き oo

と一 で  I :  一 ) , — ^

によって宠まる値である。I O K は明らかである（図2参照)。

QO
‘ Ou

図 1

器進理^ ^ ^ g ^ ^ a i a a w " i w p 譲 i r ii— MBM M aM sasw iiiW1， !^ ，1 州 聊 ■ 训 »丨關||画遺 擊 - 評 明 卿 画

投資財生産と最適贸易

図 2 K=Gc(Xc), K=Gc(Xc)

K ^G K X iO +G cK X cO , fi+H- G^CXiO

p  //n. i
マk ■〒- 〈0, «  =  «  —1<^D, b-

1 I B の領域でも丨ill線少 = 0 が右下りであること 

は, （1 )⑶ （6 )⑶ と Y , = 0 から明らかであり，

この曲線がK - > o o のとき r - > o になることも容 

易に示せる。

K ニ0 の丨山線については， （のよりそれは領域 

IB, I I B を通らない。 そ の 勾 配 は ⑴ (3 ) (7 ) (9 ) 

( 1 0 )から求められ* ■

dW
dK  K = , .

_  U G / -1 ] kcE7-bc +  (E 7) ^ ^ ] - « E /E//U /
~  J ^ G c ' - b G / J W ?

ここで，

> 0 ， c = —E , U "  — E " U /〉 0

したがって，資 本 の 純 限 界 生 産 力 が 非 正 の と き 一 々 < 0) ，曲線は右上りであり，純限界生 

産 力 が 正 の と き —以> 0 ) には，勾配は右下りでも右上りでもありうる。 しかしK =  0 と 

をニ0 の交点はただ一 3̂である。図 3 において，丨山線A, B はそれぞれ

A = {(E，(X C—Y c), X c)|G,(Xt) +  Gc(Xc)= K. 図 3

Y j - X ^ E C X c - Y c ) ,  Y ^ ^ K ,  p + / i - =G/(X0J

B=
徽

X X a )
G /O Q  ’ X c P + M - G/CX,)/

A, B の交点は存在し唯一であるから， K = 0  

と r = o の交点もただ一^^存在することがわかるe 

ま た （1 )⑶ （7 ) より K = 0 の丨丨[j線 は K —0 のと 

き y->cx>である。 さらに両曲線については次の 

性質が知られる。
X c

(11)

d ¥
w p + j u —

W .

^  ~  —E ’ U " ] — G c/{^ ~ g r j > 0

少= 0 曲線上では，^ ^ -> 0 .

' 签 = 务 7 { 务 - E ’u " ] > 0
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(12)
务 —亨 〖― a (V + Gc" ]> 0

dK く0 dK 1“ 一

4 (ィ > 要 し 〉。 ゅ 盖 し 〈。

⑷

図 5

かくして次のフェイズ.ダイアグラム 

を得る。

： 図 5 は図4 (ロ)に対応しているが，図 

4 (イ)に対応したフヱイズ.ダイアグラ 

ムも蕋本的な性質は図5 と変りがない。

すな わ ちかニ0, K - 0 を本たす唯一 

の 点 （K *，¥ * ) は，領 域 I I A のなかの 

鞍形結節点であって，これに左右から 

収束するニ本の右下りの軌道 ¥°ニ 

¥ ° ( K )が存在する。（12) から明らかな 

とおり，すべてのK > 0 に対してW0 

は有丨我であるから， ？T  =  F °(K ) は領 

域 I A を通過する。 ¥° =  W°(K) の上に 

位置する軌道はすべてトランスヴァー 

サリティ • コンディジョン（8) をみた

w  1 ‘ '
さない。なぜなら，これらの経降では f  ニ/>+以 一 ハ か 成 立 し ，か つ 取〉。であるか， そ

れ は ⑴ ⑶ （3 .1 )(4 .1 )(1 0 )よりX , > 0 を意味する。しかるに仮定 (1 .1 )より，十分大きなX t> 0

に対しては純限界生産力は負 (で^ ) - —" く0)であるから，そ の 足 に 達 し た 後 は レ た

が っ て ニ oo。? r = ? r (K )の下の軌道に対しては¥ - ( p - \ - f x ) W = - ^ - rが成立する。一

¥
方， 沢はある時期以降は負になるので，その後は . f > P + バがなりたち， ニーめ。や 

はり⑶をみたさない。r ° - r ° ( K ) の軌道上ではw は有限の値？/ * に収束するので⑶はみたさ 

れる。このトランスヴァーサリティ• コンディションが？r  = 『 (K )上で意味することは，資本を初 

期時点にニ堆位投資財産業に投下U その産出を全で西び同産業に投下するというプロセスを永遠 

に繰り返したとき，その投資財の產出の総合針が無限大になることである。これを示すためには
W 1

=  ̂ /°(K)の上の領域I I A の任意の一点を初期点に選んでよい。領域 I IA では - 方^ j  

が 成 立 す る か ら ニ ふ で 17(Xl颇右边は初期にー堆位の資本を投資財産業に投下し， そ 

の生座をしつづけたときのZ期後における産出の総合計に等しい。（8 )がみたされるこ.とは，この 

産出の総合計が無限大になることを意味する。 ず° = ¥ 00 0 の上方に位蹬する® 路上では， 経済は

A  A
O î

r-

|

' 投資財生産と最適贸舄

投資財産業の純限界生產力が負であるよ5 な生産局面にいつかは必ず到達し，その後も産出が投入 

を下まわるプロセスをますます集約的に利用することになるため,上記の総産出はゼロに収束して 

しまうのである。実際仮定（4. 2) で述べたことと考え合わせれば， 一 度 F = 0 の曲線にたとえば 

¥ ^ W > ¥ * で到達した後は，図 5 に示され仁 ¥ > 0 の軌道よりもタの= 凌 （すなわちX , —定)の 

軌道に沿って励くことの方がのぞましいことは経済学的に明らかである。厳密な証明は付録に記す。 

(K *，妒* ) が，鞍形結節点であることは，（6) ( 7 ) をこの点の近傍で展開してみればわかる。

-分一^r*  ’
[ d W

dW
*  dW 

夏 r y r ~ ^ '

J f c — K * _ 波

L dW
*  d K  

W

本
、K  — K * _

右辺の行列の固有根を」 とすると，

2 ト 羞  * + 座 * ‘W 「i r + l f T - 4「置 * 座  I* - 盖  I* 里  *1U  3W + 3 K  ± ^ L 3 r  I +  9Kl J \ d W  麗  | 渺  I 3 K 」

k = o 曲線は垆=0  _ より，代数的に勾配が大きいことがわかっているので|

| | 。かくして，スは符号の異なるニ実根となり， （K *，妒*)に収束するか杏かは初期条件に依存 

することになる。 、

図 5 のなかで，点 P i り出る右下りの曲線は，この軌道上では輸出入が行われないことを示す。 

これは（1 )(3) ( の（1 0 )に X o - Y c を代入して得られ， 領 域 I I A を通り I I B は通らない。

のときには，領 域 I B 全体が無貿易域となる。 I B と無貿易線の上方では， 消費財が輸出財であり 

(X c> Y c ) ,逆に無貲易線の下では投資財が輸出財(兄ン丫!）となることも,' (1)⑶ ⑶ （10) より容 

易に示せる。図では（K '  ¥ ^ ) に お い て X cくY c であるが，その逆の場合もありうる,図 

4 において A ，B 両曲線の交点の縱座標が（K *，F * ) における皞界交易条件E X X c — Y c) をあらt  » 

す。 もし投資財産業の限界生産力… (せ 渦 )- が，すべてのら> 0 に対して小さくなれば，すなわ 

ち生産プロセスが非効率的であれば， A は全体的に下方シフトし， 極限に如いてその縦軸切片は 

砹(0)になる。A は右下りであるから，B との交点ではE ' X c — Y c X E X O )。 したがって（K*, 

において X C> Y C となるからである。 逆に生産プロセスが効率的であればあるぼどA は上方、ンフ 

トし，たとえば入ノのようになる。このときは，点 (K*, r*=)においてはX C= Y C が成立し，それ 

は無贸易線上にのる。生産プロセスがさらに効率的であれば， A f はシフトしてA " のようになり 

うる。この場合には（1ぐ，p ) で は X C< Y C が成立し, 無贸易線は（於 ， の上方を通るわけで 

.め る o

( 3 )

最適経路 (K 6(tX r ° ( t ) )が K o(0)ニK 0, 妒。(0 >=?r(K。)，iC ( t ) = Y r ( t ) - / M \ t \  yr (t )  =  w \K \t) )f
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K 0(oo>=K*, ¥°(oo) =  W * であり，唯一であることを証明するためf c , (1)(2) (3) をみたす任意の 

実現可能解を（K(0, H t ) ) であらわすことにする。 ここでKのはいかなる《> 0 に対しても有限 

であることを示しておく

It -  Y, -  -  X, +  E(XC -* Yc) -

^ X j + E ^ t X c - Y c ] - ^

S X ! + E ，( 0 ) X c - a K  .

Z 土 X + E ^ ^ X c とおくとZ ^ ^ + E ，(0 )文cョ 幺 こ こ で ^ § ^ E/(0) (X i> 0 ならば等号が成立）。 

したかって，

な 文 !+  E/(0)文 c—"K

~ d K ^ l  G/CX,) 一 E/(0) Gc^ic) J f + E ，(0) Gc^Xc)
d K f

右辺第一項は文, > 0 のとき•^7̂ - = E /(0)(̂ -7̂ - y であり，Xt- 0 の と き で あ る か ら  

消せる。ここでK e G X X J したがって，

firy
またK = 0 の と き も 直 ち に い え る 。他方，

dzZ —Gc" (文C)E，(0) d K o ^ a
泥 一 iGc^Tc)]3 dK

ここでK尸 GC(XC) である。, > 0 は |鐘 卜 ズ 。) から明らかである。また仮定（1.1) より 

l i m l ニ0 であるから，あるK g K に対して念^ ^ K となることがわかる。 すなわちK g K の 

ときKSO•かくして最適性の証明は次のとおりである。ここで，e d —XT) は E(XC—Yc) 

の逆函数であって，Xc—Yci ( Y r ふ )•，ゾ>0.

J [tJ(Y，)-U(Yc) ] n

g f [ Y c°—YC] U，(YC> - がぬ

- f  [Xo0-e (Y I0-X ,0)-X c+e (Y l- X () ]U /(Yc0)e -^ ^
' •

^  f  "{X c0 -X c+ Z C Y ,0 -X x ^ t C ^ -X ^ -C Y r  - X t 0)]} U^Yo0)^ ^  dt 

= D x c° —X c+ / ( Y r —X,°)[0fc—皮。) + バK 」K 。) 一 ( X r X r ) ] } U ' ( Y c。) ^ " ぬ 

= f o [X。。一X c] U X Y c le -^  dt-h j y ° e - pl [ t - K ° ]  dt+ に/W °e -が[K -K ° ]  dt

投資財生産と最適貿易

[Xc°—Xc]lT(Yc° ) e -ぬ+?re-^K —K°]「 

+J。卜 #。+ぽ +， 一̂ ^ ] [K—K。] 一 み ‘

-乂 [Xi—Xi° ]m+/。
第 2 項は K (0)-ir(0)=K。， K°(oo)=K* ょりきえて,

- f 。i [Xc - Xc] +  [X r ~ ^ ^ ( X c 01- y 7 J ~ 'G 7 D C T [K ° - K j j u w ) -  ぬ

'ここで，

咖 ) = /。1 ぽ 。° ~ X 加  K 。— ^ ^ 见 。—Kt] j U/(Y。。)パ ぬ

% し (1—w x r + «x丨
Kt=(l-a)K°+«K,
K K X の + G P( X C十）

l O ^ ^ l  

七すると， •

J 0 mYol-U(Ya)]e^dt>yClX '、

メ (が - / : -  Xl]

/(o)ニ —J。 ニ ル。) ][x r：~x,] U’(YC。)ぐ dt

X l  > 0  のとき [ ' & S c T _ E /(Xc°1- Y ? y ] =={)* Xr° = 0 のとき [ 聋 段 。))- 如

であるから2/(0)g0. ,

作 )イ : { 妙 ! ！ チ ^ +篇 緣 [K‘K 。— G，(Xi+)[x广 兄 咖

したがって

J:[U(Y0。)-U (YC)レ， 自 /⑴み (0)=0. '  

ここで> もし実現可能解の経路が，ある時点においてK°a), y c° (6 と興なれば，解の速続性から 

厳密な不等号が成立する6 したがって最適性とともに最適経路の一意性が証明された6
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投資財也産と最適贸易

( 4 )

最適経路上の性質を調べてみると，この経済が初期点において保有している資本蓄積量が十分少 

ないならば，消費財生産に特化しなければならないことがわかる。このとき経済は領域I A にある 

から，投資財を輸入し消费財を輪出している。時の経過とともにW°=W °(1Qに沿って移動するので， 

ある資本蓄積量を超えると生産の完全特化をやめ，投資財.消锻財ともに生産しなければならない 

が，領 域 I B または無貿易線の上方に位置しているかぎり，消费財を輸出し投資財を輪入するとい 

う貿易パタ一ンは不変である。 もしこの経済の投資財生産が非効率的であれば,投資財を輸入する 

という贸易パタ一ンが永遠に最 1̂§となる。しかし逆にこの国の投資財生産が十分に効率的であるな 

らば，ある資本蓄積量女こえた後は消费財を輸入し投資財を輸出することが最適にかわる。これに 

対応して（K°(0, ¥ \ t ) )は ？r = ? r ( K ) にそって， 無質易線の上方から下方に推移する。 IA, IIA  

いずれの局面においてもt c( 0 > 0 であり， 消費水準は時間とともに増炎続ける。 このこどは IA  

に お い て は ⑴ ⑶ （1 0 )から， I I A に お い て は ⑴ ⑶ ⑶ （1 0 )から容易によみとることができる。 

同時ヒ文c( 0 > 0 すなわち消赀財の生産水準が塯大し続けることも真実である。 ，

いま，生産と貿易とを通じて獲得しうる両財のァヴエイラピリテイ• フロンテイァ，すなわちボー 

ルドウイソ〔3〕のエンヴイロープ• 力一ヴを求めてみ,ると，それは（1 ) (3 )より K = G !(Y i—耳(X c 

-Y c ))-l-G c (X c )と G/(Yr—E(XC—Y J E 'C X c—Y c p a ^ X c )との交わりである。 この両式を，X c 

を媒介変数として解くならば，求むる包絡線が得られる。また実現可能解Y沿；)，Yc(めが包絡線上

図 6 (イ）絰済が I A に位膣する.とき，（ロ）I I A に位置するとき， '

㈧ I I A に位殴し, しかも贸易パターンの逆転#生じたとき

cnn

(ィ） ( ° )
. .

にあることと，それがGAXXOWyCXW)—Y c(0 )= C V (X c( 0 ) をみたすこととは同値である。 したが： 

って，最適解がみたすべき条件(9 )の経济的意味は， Y r (0 ,Y oa( i )がボールドウインのエンヴイロ 

ープ• 力一ヴ上にあって，一方を增やすためには必ず他方を減らさねばならないという拮抗関係に

〔注〕 尚木成治著「解析概論」P.318を参照されたい

38

投資財生産と最適贸易 .

なければならないことを意味している（経済が1 Aにあって消費財生產に特化しているときには， (Q) は 

不等号で成立するわけであるからYi°(0, Y c° ( t )は 灸 包 絡 線 上 に は な い が ，それは依然として 

アヴヱイラビリティ. フロンティァ上になければならないのである。図6参照) 。 序で述べたのぼ， とのと 

とである。 , ，

限界変形率と国際質易における限界交換率との相等に関する条件⑶がみたされるためには，国 

内における両財の相対価格と交易条件が乖離しなければならない。そのための手段として輪人財に 

適当な関税率r をかけることにすれば，国内の相対価格がEYXc—Y c )に等しいことから，ょく知 

られているごとぐ7)= ! 梁 ： .到 ■とおけば，消費財を輸出しているときにはr亡丄一1 で 

あり，投資財を輸出している場合にはてニ 3 — \ である。特に外国のオファカーヴが弾力的で)7=1 

の場合には，自国にとって交易条件は所与となるが，このときにはこの与えられた伽格比率のもと 

で生産を行うことが必要で，たとえば投資財生産促進のためにその輸入に関税をかけることは最適 

経路から経済をはずすことになる。 のとき図6 のァヴヱイ•ラビリティ• フロンティァは,一 

点で生産可能性曲線に接する直線となる。 もし関税をかければ, Y M  Y c( 0 はこのフロンチィァ 

の内側に位置することになり，それは両財に対する支出を同時にふやすことが可能な状況だからで 

ある。

( 5 ) 付 記

f i+ 总 7T如 、. が成立するような状況では, 一 単位の投資財を持っているとき，それを輸出して 

消費財を獲得しそれを消費する時の効用の方が，輸出せずに自，の生産にまわしてその産出を消费 

する時の効用よりも大である（(4.2) 参照)。 この議論は時間を一期間にとっている。しかレ期間が 

無限大でも自国で投資財生産を奸以ニ^をみたす生産水準以上に拡大することが不利であ 

ることは，経済学的に明らかであるが，その数学的証明を以下に記す。図 5 において初期にfc済が 

点 Q に位置していたとする。図 5 に示された経路は， •ニ ク J ^ > 0 ， ¥ (0 )= ^ , IC(0-Y, 

一以10>0, K ( 0 ) = K で示される。この経路では（1)⑶ （9)(10)より文X O X ) である。これと比較 

す る 経 路 は 细 = r , 食:>0, K ( 0 ) = K という， 点 Q から発する水平な軌道である。との 

軌道上では X , ( 0 = 0である。後者が前者にまさることを以下に示す。

J [U(fo)-U(Ya)]e-fildi 

> fo [Xc-XdUatc)^^ dt+fo [K~K]rft

+J uFe~fil [K-K] fe^1 dt
0 — 別
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= Jo [Xc~Xc] m f c ) e ~ fi, d t-b fe -pi [K -K ] [ '

+ f om(p-hju)^e-fit [ K - K ]  d t - l^tX.-X,] ¥e-pt dt 

V は定数でぁり K(oo), K(co)^K, K(0)=K(0)=K より，

- ^ { [ X c - X c ]  E ^ C o + ^ I K - K J - t X x - X r ] }  We-fit dt

?/(«)=/fttXc-Xc+J E , +  [XI- X ^ ] - [ K - K t ] ( p + /i)} f e -^  dt

f X ^ C l - ^ X i  +  a X ,

K + = ( l - « ) K + a K  とおけば，

K^=GI(X It )+ G c(Xct)

ゲ⑷ニ—/。{[g/CX/) H ] [ K —®  れK

1
G/Cfc)— ジ- " であるからゾ(0)=0.l/"(a)20もいえるので， 

/ f [U (t c) —U(YCル ' ⑴ 為 (0) =  0. 

かくして，点 Q かふ出る軌道の中で一番よいものは？̂ ) =穸であることが示された。
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ィギリス労働組合の現状⑵
-—■厂いわゆる「ド.ノヴ;ァン報告」 （Royal Commission on Trade 

Unions and Employers, Associations, 1965-1968, Chairman ：

The Rt. Hon. Lord Donovan)

⑶労使関係の制度(第10号につづく）

( 4 )団体交渉の改革• ■

以下次号

3

前号において，労使関係の現状について，主として 

賃金を中心として王立委員会の報告書の内容を考察し 

たが，つぎに，勞使孕議とその解決のために，労被関 

係はどのような対応を示すかを迎ることとする。その 

上で, 団体交渉制度がどのように発展するか，この点 

について紹介してみたいと考える。

理論的に考えた場合, 起りうる紛争というものは，大 

別して2 つの種類にわけられるのであって，ひとつは， 

現，在の産業別の規模での実質的な協約の解釈をめぐる 

労使の見解の差異であり，他は; 工場（factory) 内での 

雇用条件の改善要求についての相違である。前者はし 

ばしば「権利争歳」 （"dispute of right”）といわれ，後 

者は. 「利益争議」 （“dispute of interest”）と呼ばれる。 

産業別協約が，さまざまな種類の労働者の個別の賃率 

をともなう詳細な段階制をふくんヤいるところでは， 

職務の正確な格付けについての紛争が注目をひくので 

あって，このような争議は，ホワイト• 力ラ一労働者， 

地方自治体労働者および鉄道従業員の場合によくおこ 

る現象であり，一方，産業別協約が，最低貨金率を規 

定するような筋肉労働者の場合には，いわゆる利益争 

議が一般的となる（P.. 16)。しかしィギリスの労使関係 

においては，「惯習と慣行」 （“custom and practice")が 

一般的であるため，紛争が2 つに明確に区別されえな 

い侧润をもっている。

こうした争議解決のためめ手続きは，多くの場合， 

労使関係において, . 問題解決の力(authority)が，工 

場 （the factory and the workshop)に移されるに及んで,

の紹介と分析を中心として——

. 飯 田 鼎

もっとも緊張をはらむものとなるのであるが，それは, 

機械産業および建築業のニ大産業の経験に照して，も 

っともよく説明されうるのである。すなわち機械産業 

の労働者の場合は，工場内部では解決されえなV、争議 

の処理については， 3 つの段階がある。第 1段階は， 

事業場協讓会（works conference) と呼ばれるものであ 

り，これには，労使双方め常任役員が出席し，紛争の 

解決にあたる。つぎに，第 2 段階として，地区協議会 

(local conference)なるものがあり，それは，労使双方 

の地区組P の間でもたれる協議会である。そして最後 

に（全国協讓会(national conference)であって，定例と 

して, 労使はY w k において協議会を開くこととなっ 

ている。事業場協議会の数は，1955年の1,564から， 

1966年の3,854に，地方協讓会の事情聴収取りの回数 

は，282から1,033に，そして中央協議会の事情聴取と 

しては113から519に増加しているが，この急速な坳 

加は，工場および事業場において解決され，あるいは 

争われている應大な量にのぼる問題.(mounting volume 

of matters)にたいして，産業がある種の規制を加えよ 

うと試みるものであり，中央協議会段階での事情聴取 

5 1 9件のうち，13件が撤回され，あるいは進渉せず, 

2 3 9件が不調として記録され，5 5 件が解決したが， 

残る 212件のうち，8 5 件ば中央協議会に付託され， 

12 7件は保留となった。但しこの場合，中央協讓会付 

託というのば，妥協的な解決であり，いわば中央協議 

会に「下駄をあずけた」形であるが，他の工場へその影 

響が及ぶことをおそれて，解決 (settlemcmt) とは記録 

されない場合で•ある。かくして，大抵の争議は， York  

の中央協_ 会にくるまでに解決されるということにな 

るのである。

■ ところで機械產業に対して，建築業は2 つの独立の 

手続きをもっている。ひとつは, いわば「通常め手続 

き」 (normal procedure)ともいう.べきも’のであ..り，：地


